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：レヒオの所在地はメキシコilfのほぼ中1,）とにあるロー

マi正のグアナフアトj自主り 125である。そしてこのi並りを

主「ラに Iソ日／ク先に行くと，コルドパ通りとの戸iに日

本大使ri'i'iがあらの

m 主壬済・人1--l研ヲEピンゲーの活動

経済・人il{Jr冗センクーの歴史は，コレヒオの各センタ

一山中℃11ミι新しく， l'-l64年にメキシコ中央銀行（Banco

巾 J¥・1exico),1-t・l i1；タト i弓f'J弘銀行（BancoNacional de 

L、川nerciり Exterior),liilウ：！！日発銀行（l¥acional Financ-

ier川のi刻長：，：： j；｝てその活動を肉声合Lfこ内日センターは

そら1)11立.＇r:0) ~j (l'Jとして次の 4：，＇、Lをあげとし、る。

'li 11:1の内外の大学にむし、て経済学，政治学， ti：：主－ミペ

おじ＇｝＜~·；J)rJ[r'J課佐を修了 Lfニニ古～；こ主jし， より高J乞な大学

院レベノしの教－（Yと市11:ttf;:JJ起す。

(2) if下済発iJ'lおよび人11問題全総f;-1ηに研究する内

l3J tW i：ら，（｝J）以i出土fill者を養成する（段イE凡センター

にはまだ1~干上，；！肝心土 j；主 il'i' されていないため，当日H，修士

ぷti：修了Fiで，；1,'j.土，;lj!{','jffi・t希望者i土指導教授の挽薦に

上り，欧米の大学にf沼会f：す一ることになっている）。

i,i) 大学教J受t;,美！＆するの

刀、十二 iぃj-I二＞ケーの活動を教育活動， lVf究活動，日＼｝以

,,r;,JiJJO J)l[(jにみてゆくが，はじめに述dくたように， {vf究l,f,

WJ1のi七五がu二倒的に大さいことはいなめないの

1. 教 育 活 動

lll ti＇，れ済学と人 U論の修士課程がl没けられており，

117 
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修了期限は2年，授業はkミナーが中心となり，学f立を

取得するためには所定の科はを履修したのら／1隻土論文を

提出し，公：＇， fjn審査をノ：スしは，Jればな人ない。同セン

ター設立以米，一貫して近代経済学を中心にカリキュツ

ムが編成されており，ラテン・アメリカ諸国からの留ザ：

生も多く，国際色ゆたか・である。学生の大部分にはコ l

ヒオ自体の、J足ι；：金をはじめ， メキシコ政Ji'.f，米州機構，

フォー：、財団等各種のM'/:_5;:t；：用意されは川，勉学に

集中しうる配慮がなされている。

1970年度までに修土の学｛立を取得したものは合計10:3

名で，経！斉任命名，人口論l26i'ト統計学12れとなってい

る。同f_:L～ーにはまだ時｜士課程が設置与れて L、ないた

め，外国の大学院の博士H則正に進むものも多く，｛邸主政

府機関，国内の大学での教育職，研究職に従事している。

外国人留学生の多い実情にかんがみて（35～40%), 1965 

年以降杭1荷，＇戸，数学，統 ,il''i'，英語の 4科山こついて

特別コースを；没り，出身日比の｜［｜違にもと J jくc''f:f Jの不均

等を是正する努力がはらわれている。

1971年 9月に始まる同センター第5期の履修科目は次

のとおりである。

〔経済r子専攻コース〕

第 1,,;q羽 欽学，統言I''r＇，経3斉理論， Y;:fiィ/i,1,:、セミナ

第2学期計量経済学，経済理論，！＂＠民所得と成長理

論，経済史三ミナー

第3＂－｝＇：）羽 1-'r幣論，経iJ寺禿反論，国際貿易問1ん 論 文

セミナー

第4学期国際経済理論，オペレーションズ・ I} I）＇ー

チ，論文セミナー

〔人口論J与攻コース〕

第 1学却iij学，統言if子，経済理論，人iI ,f（白LI)序説

と死亡率、

第2学期 数学，経済玉虫論，，H・i主経済学，人 ~l 諭（11 ) 

出生率と結婚率，人口データ処理

第3学期 〆人口論（皿l,n 長人口論，入Il f/HIJ‘労働力

論，論文セミナー

第4学期発展の社会学，人口と発展の相立関係，人

口の理論と政策，論文セミナー

以上の，＿，trJ~·z-の教育活重ド＇）ほか，同セ；守一；上学外iこ

対して沙くの上うな教育話宣言1J0:(JなっていPλ

(1) 国の内外の各種教育機関における経済学，人口論

のカリキュラム作成に対する協力。

(2) 1969年， 70年の2回にわたり，国内の大学教授層

I I 8 

を対象として，メキシコの経済発騰と人n増加に関する

行ミナーを凋fl¥:Lt・,, 

はi ラテン ・1えリカ人 11・t: ：〆ター（CentroLatinn・ 

americano <le Demografia）とブオート‘財団の後後企併

で，全ラテン・アメリカの人lI l昔i題併究背のセミナーた

組織し， ｜人liの王国．論と統，n・上の欠陥をもっ両へのその

必rtlJをテーヘ’ど 1て第 Ij11］会（.、んllML、fてn

2. 研究活動

向センターの研究活動はウノレキデ、ィ学長，カプレラ

(Gustavo Cabrera Acevedo）向センタ一所長をはじめ

教段，研究員、各は研究員等45名によ）て行なわれてお

i) ，主たる研究II襟を次の4点におL、ている。

11) メキシコの経済発展の決定的i~［klの研究

(2) メキシコの人口の実態の分析と予測

(3) メキシコの経済発展と人 i:~ j省力uとの相互関係のTiJf

た

(4i 上記の治問題の研究に携わどp経済学者，人lii日i也

研究者，社会学者の資質の向上

全般的傾向として，理論的研究よりは実証的研究に議

点がおかれており，カ舗法論的には計－~m:経済学，オペレー

ションズ・リサー子など近代経済学の手法が中心計 tr_ , 

ており，現状の正確な認識と分析企提供することによー〉

て，政策決定の参考に資するという実践的姿勢がかなり

明白に打ち出されている。このことは以下の研究課題か

＜＂，ι十分にうかがえ上う。

< .1キシコにおける死亡率の分析i：：子類IJ)

この研究は性別，年齢クVレーフ'j)ljo'）死亡率表むつfl・，1,¥i.£:
めざしており，すでに19ao年， 40年， 50年， 60￥ーについ

ての表が作成され， 65年， 70年， 75年， 80年についての

火力：作成中であり， 111］時に過去の lr\95 年， 1900~ ：、 Hl

"I，却年についての推計作業カリ！附されているの

〈メキシコにおける出生率の分析と予測〉

メキシコ国立自治大学の社会科学研究所およびラテン

．アメリカ人口センターとの協力のもとに，コロンピア，

Fリ，メキシコの農村出生率比較のアンケート誠査がfJ 

なわれており，他方では，出生率のキLI違をもたらす要閃

の解明のため，都市，農村の出生率格差の分析が行なわ

れている。

くバキシコ｝こおける各外l間の人口干名昔話＇J)

この研究は人口センサスごとのf刊1・i閣の人口移動の，＋

iWJと年間人口修動の推定，ならびに定住者と非定住吉ーの

内絡の相違の解明をめざしている。すでに1950年と60年

の問の人口移動の分析が完了L，年間人口移動の推定が
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平品目いへ 研究機興組介一一司自

発展についての従来の諸研究の共通のボトルネックとな

っている，革命内戦期の統計，資料の不備を庖長的に補

強し，これまで不明確であった事実関係の確認と再検討

を行なうとともに，その結果にもとづいて，メキシコの

経済発民についての計量経済学的クtlFとfil[IJを行なうこ

とを f］的として作業が進められてL、る今

以上の一連の研究課題のほかiこ， 1,;Jセンターは，内外

の研究機関への委託研究，特別のl究n招へいなどの形で，

次の研究を進めている。

〈メキシコの工業の地域的構造と発展〉

〈メキシコにおける地域的ニ重構造と経済発展〉

〈メキシコにおける外国投資〉

くメ今シコにおける公共投資の資金調達〉

〈メ主シコの工業化政策〉

く：お2次大戦後のラテン・アメリカ諸［誌の為替政策〉

3. 出版活動

｜司センターの研究成果はそのほとんどが機関誌Demo・

grafia y Economia （年3iC,jだiJ）に括支；きれている。

また，すでに完成された研究については順次単行書の形

で出版されており，現在までに出版されたものは次のと

おりである。

Raul Benitez Zenteno y Gustavo Cabrera, Tablas 

Abreviadas de Mo付 alidadde la Pobl,u:i6n de Me-

xico, 1967. 

Victor L. Urquidi y Adrian Lajous Vargas, Educa-

u6n Superior, Ciencia y Tιnologiaυ， el Desarrollo 

Econ6mico de Mexico, 1%7. 

Raul Benitez Zenteno, Metodologia de la Encuesta 

de Fecundidad Rural; La Experiencia en Mexico de 

la Etapa Pilato, 1969. 

Centro de £studios Econ6micos y Demograficos, 

Dindmica de la Poblaci6n de Mexico, 1970. （本書は

1970 年度の PremioAnual de Economia - Banco 

)facional de Mるxicoによってその年のj誌も優秀な経済

学図書に与えられる賞一一ーを芝公’した）。

IV おわりに

すでに歴史学研究センターと言語学・文学研究センタ

ーには博士課程が設けられており，経済・人口研究セン

ターもその準備を進めつつあるといわれる。コレヒオは

学生総数160名， うちラテン・アメリカを中心とする外

凶刀λらの留学生が約印名，教J受，研究反は94名で，それ

らスクッフの国際交流も盛んである。教反罪事と学生との
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比皐はマン・ツー・マンに近く，また学生は所属以外の

センターの科目も聴講できるので，各センター内ではも

とより，コレヒオ全体が親密な家族的雰聞気に包まれて

いることは賞援なものに恩われる。

メごヤシコで；土，わが国の国会図存館にHl''-iする！；うな

総｛；－（t'＇.）〔%l,';'li1'iがまだ整備されておらず，大学，i司際機関，

銀行等の付属図書舘がそれぞれの特色を生かした収集を

行九F うているのが実情であるが，コレヒオの図書館は，

経済学，歴史学，言語学の分野に関しではすでにラテン・

アメリカ随ーという定評を受けている。

わたくしは， 1970年4月から経済・人口研究センター

客員研究員として研究に従事しつつあるが，本稿をまと

めるに際し，マノレテイネス副学長ならびにカブレラ同セ

ンターJi庁長に多くの教示をいただいたn ここに改めて感

謝の立を去したい。

（夜メキシコシティ海外派遣n 九谷』守男〕
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